子どものための日本語学習支援基金運営委員会設置要綱
（目　的）

第１条　この要綱は、子どものための日本語学習支援基金の設置、管理及び運営に関する規程（以下「規程」という。）及び子どものための日本語学習支援基金事業実施要綱（以下「要綱」という。）に基づき、子どものための日本語学習支援基金運営委員会の設置及び運営に関して、必要な事項を定める。

（設　置）

第２条　規程第５条に基づき、公益財団法人静岡県国際交流協会（以下「協会」という。）に、子どものための日本語学習支援基金運営委員会（以下「委員会」という。）を置く。

（所掌事務）
第３条　委員会は、要綱第３条に規定する基金事業の内容の検討を行う。
２　委員会は、要綱第３条（２）で提案される事業の審査を行う。

３　委員会は、必要に応じ、委員以外の者の出席を求め、意見又は説明を聴くことができる。

（委　員）

第4条 委員会の委員は、別表に掲げる委員により構成する。

２　委員は、協会会長が委嘱する。

（委員長）

第5条 委員会の委員長は、協会事務局長をもってあてる。
２　委員長は、会務を総理する。

３　委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名した委員が、その職務を代理する。

（会　議）

第６条　委員会は、委員長が招集する。

２　委員会においては、委員長が議長となる。
３　委員会は、委員の半数以上の出席がなければ、会議を開くことができない。

４　委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決するところによる。

５　委員長は、緊急その他やむを得ない理由があるときは、委員会を招集することなく、書面による同意をもって、委員会の議決に代えることができる。

（報　告）

第7条 　委員会の経過及び結果は、委員長が協会会長に報告するものとする。

（庶　務）

第8条 　委員会の庶務は、協会事務局において処理する。

（雑　則）

第９条　この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は別に定める。

　　附　則

　この要綱は、平成29年11月30日から施行する。
別表（第４条関係）
子どものための日本語学習支援基金運営委員会委員名簿

（順不同・敬称略）

	氏名
	職　名　等

	秋山　辰巳
	一般社団法人静岡県経営者協会　専務理事

	鈴木　ミユキ
	菊川市　地域支援課長

	千野　和子
	公益財団法人ふじのくに未来財団　副代表理事

	野秋　貴靖
	公益財団法人静岡県国際交流協会　業務執行理事兼事務局長

	長谷川　卓
	静岡県　地域外交局長

	水野　かほる
	静岡県立大学国際関係学部国際言語文化学科　准教授








